
原子力規制委員会物品・役務等に係る契約適正化監視等委員会 

審 議 概 要 

 

開催日及び場所 令和 6年 11 月 28 日（木）18 階Ａ会議室 

出 席 委 員 

（五十音順） 

 

 

委 員 南島和久（龍谷大学政策学部教授） 

委 員 前田泰宏（EY 新日本有限責任監査法人公認会計士） 

委 員 升田 純（升田純法律事務所弁護士） 

委 員 山形康郎（弁護士法人関西法律特許事務所弁護士） 

審議対象期間 令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31 日 

委 員 会 概 要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．委員長選出及び委員会の運営等について 

 委員の互選により升田委員を委員長に選出。また、委員

会の運営に関する事項等について説明。 

 

２．令和 5年度の契約に係る点検・見直しについて 

（１）全体の契約状況（契約方式、件数、金額等）及び

前回委員会意見を踏まえた取組 

   ・事務局から資料に基づき説明。 

（２）契約手続きの点検・見直し 

   ・委員より事前に抽出された個別案件について、担

当課室からの説明及び質疑応答 

 

３．その他 

  会議全体を通じての意見・感想 他 

抽 出 案 件 

（総数 9 件） 

 

 

 

 

○ 競争入札方式 3件 
○ 企画競争 1 件 

○ 参加者確認公募方式 1 件 

○ 競争性のない随意契約 3 件 

〇 不落随意契約 1 件 

 

委員の意見等 

 

 

別紙のとおり 

 

 

 



    別 紙  

 審議における主な意見、感想等 

 

１．全体の契約状況及び前回委員会意見を踏まえた取組 

 

・特になし。 

 

 

２．契約手続きの点検・見直し 

 

・一者応札の割合が高止まっているところ、複数者応札となるよう引き続き 

十分な公告の時期及び事業期間を確保するなど、可能な限り複数者によ 

る応札が実施されるよう配慮すること。 

 

・不落随意契約においては、不落となった要因の検証を行うことで今後の手 
続きにおける知見の集約に努められたい。 

 

 

３．その他 

・限られた審議時間で最善の議論がなされるよう、引き続き説明者におかれ 
ては、事業内容についてより簡潔かつ明確に説明を行うよう努められた 
い。 

 

 

以 上 

 


